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DRIVING THE MOBILITY                             

OF TOMORROW 

 

プレスリリース 

 

エバスペヒャー社がヴァイレックスエアシステムとして事業を行う ViCTORi、LLC 社を買収 

 自動車サプライヤーが水素および燃料電池市場に参入 

 エバスペヒャー社が ViCTORi、LLC を 100％買収 

 燃料電池システム用のエアコンプレッサーおよび関連コンポーネント 

 

エスリンゲン（ドイツ）、ボルダー（コロラド州、米国）、2021 年 7 月 2 日– 

自動車サプライヤーのエバスペヒャー社は、水素および燃料電池技術の急成長市場に 

参入しました。 

同社は、2021 年 7 月 2 日付けで、VAIREX エアシステムとして知られる米国企業 

ViCTORi LLC の株式の 100％を取得することに合意しました。 

将来、エバスペヒャー社は燃料電池システム用の空気供給コンポーネントを 

提供する予定です。 

 

脱炭素化が進むにつれ、水素はエネルギーキャリアとして重要性を増しています。 

「私たちは意図的に将来の市場に投資しており、水素と燃料電池の技術で意図的に 

成長したいと考えています」とマネージングパートナーのマーティン・ピーターズ氏は 

投資について説明します。 

エスリンゲンに本拠を置くこの会社は、米国の会社の株式の 100％を取得しています。 

 

有名なブランドのヴァイレックスエアシステムで事業を展開する ViCTORi 社は 

燃料電池カソードエアコンプレッサーおよび関連コンポーネントを開発および製造 

しています。これらは、正確な空気の流れと圧力の供給によって燃料電池が生成する 

電力を制御し、燃料電池の性能にとって重要なコンポーネントとなり、 

システム全体の性能、パッケージング、耐久性に大きく貢献します。 

この技術は、定置式および輸送用の燃料電池アプリケーションですでに利用されており、

排出ガスのないフォークリフトやコンベヤー車両が含まれます。さらに、それらは、 

定置型発電システムだけでなく、軽輸送車のレンジエクステンダーとしても使用されます。

コンポーネントの信頼性が高いため、将来的には燃料電池トラックやバスに使用できます。

燃料電池アプリケーションの全体的な市場が力強く成長しているため、 

エバスペヒャー社は意図的に投資しています。 
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市場予測によると、2030 年までに燃料電池システムの世界的な販売可能性は 80 億米ドル

と推定されています。 

 

技術の専門知識を持つ米国企業 

ヴァイレックス製品は 10 年以上市場に出回っており、同社はすでに世界 25 か国の顧客に

15,000 台以上のエアコンプレッサーを納入しています。 

本社とコロラド州ボールダー（米国）での生産、東京、ソウル、上海での販売活動により、

同社はこれまでのところ米国とアジアの市場で最大の成功を収めています。 

 

ヴァイレックスエアシステムの CEO であるスキー ミルバーン氏は、 

次のように強調しています。 

「何年にもわたる力強い成長と最近加速している成長下で、ヴァイレックス社は 

燃料電池業界に追いつくために、規模と世界規模の拠点を大幅に拡大する必要が 

ありました。エバスペヒャー社は最高に一致しています。 

そして、私たちはこの素晴らしい会社の一員になることに興奮しています。 

一緒になって、エンジニアリングと製造の能力を迅速に拡大し、計画した新製品を 

自分たちで行うよりもはるかに迅速に導入することができます。」 

ミルバーン氏は、現在の経営チームと一緒に経営管理を継続します。 

 

さらに、エバスペヒャー社の COO, Climate Control Systems and Automotive Controls の 

Jörg Schernikau 博士は、次のように述べています。  

「そうすることで、私たちは Massimo Venturi 博士の長年の経験に依存しています。 

燃料電池技術に関する知識を活かして、エバスペヒャー社での現在の職務に加えて、 

VAIREX の社長に就任し、会社をさらに発展させます。」 

自動車サプライヤーは、製品ポートフォリオを拡大し、新しい市場を開拓することを計画

しています。 「私たちは、エバスペヒャー社のグローバルなプレゼンスを通じて 

ヴァイレックス製品をさらに開発およびスケールアップし、エレクトロニクスの専門知識

を統合することを計画しています。」 

この買収は、次の分野における同社のターゲットを絞った新しい事業分野の 

開発の一環です。「モビリティのための水素」。 

 

『ヴァイレックス社の空気供給コンポーネントは、定置式および輸送用の燃料電池 

アプリケーションで使用されます。』 
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グローバルメディアの連絡先： 

Anja Kaufer  

Head of Corporate Communications  

Eberspächer Group  

Phone: +49 711 939-0250  

press@eberspaecher.com 

 

エバスペヒャー社について： 

エバスペヒャー社グループは、世界中の 80 カ所に約 10,000 人の社員を擁し、自動車業界

をリードするシステム開発者およびサプライヤーの一社です。 エスリンゲンアムネッカー

に本社を置くファミリービジネスは、幅広い車種の排気技術、自動車用電子機器、 

熱管理における革新的なソリューションを提供しています。 

エバスペヒャー社のコンポーネントとシステムは、輸送用そして輸送以外の用途で、 

より快適で安全性が高く、よりクリーンな環境を提供します。 

2020 年、グループは 49 億ユーロ以上の収益を上げました。 

 

ヴァイレックス社について 

ヴァイレックスエアシステムは、2009 年に現在の経営陣によって設立され、 

定置式、マテリアルハンドリング、および輸送用及び輸送用以外のアプリケーション 

で使用される燃料電池のエアコンプレッサーサプライヤーとして、 

世界中に大規模な顧客基盤を構築してきました。 

ヴァイレックスコンプレッサーに適用されているエアコンプレッサー技術は、 

それぞれの燃料電池エアコンプレッサーの要件を満たすのに非常に適しています。 

本社はコロラド州ボルダーにあり、営業所は韓国、日本、中国にあります。 
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